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２ 男女共同参画・ワーク・ライフ・バランス・女性活躍について 

(１) 男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知状況 

① 男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知 

≪問 10≫ あなたは、次にあげる「言葉」や「内容」をご存じですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知状況について、「内容をよく知っている」と「内容を多少

は知っている」を合わせた『知っている』の割合をみると、最も多いのは「セクシュアル・ハラスメント」で

78.8%、以下、「マタニティ・ハラスメント」が 71.9%、「男女共同参画」が 53.2%と続いている。 

「まったく知らない」についてみると、「ダイバーシティ」が 46.6%で最も多く、以下、「女性活躍推進

法」が 29.2%、「ジェンダー」が 28.9%と続いている。 
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（単数回答；Ｎ＝1,220）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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② 男女共同参画社会 

「内容を多少は知っている」が 35.6%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 53.2%となっている。また、「まったく知らない」が 14.5%と

なっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、『知ってい

る』の割合をみると、男性が 57.３%、女性が 50.2%と、男性が多くなっている。 

年代別にみると、すべての年代において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 63.0%、以下、20 歳代以下が 60.1%、50

歳代が53.0%、30歳代が 50.0%、70歳以上が48.6%、40歳代が48.4%と続いている。30歳

代で「まったく知らない」が他の年代よりも多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。ま

た、『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 63.1%、以下、甲南地域が 52.9%、水口

地域が52.0%、信楽地域が51.0%、土山地域が47.9%、と続いている。土山地域で「まったく知らな

い」が他の地域よりも多くなっている。 
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男女共同参画社会
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内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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③ ジェンダー 

「まったく知らない」が 28.9%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 42.8%となっている。 

性別にみると、男性は「まったく知らない」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くなってい

る。また、『知っている』の割合をみると、男性が 42.2%、女性が 44.3%となっている。 

年代別にみると、50歳代以下は「内容を多少は知っている」が、60歳代以上は「まったく知らない」

が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは20歳代以下で64.9%、以

下、30歳代が 58.3%、40歳代が 58.3%、50歳代が 54.2%、60歳代が 43.8%、70歳以上が

23.9%と続いている。年代があがるほど『知っている』が少なくなっている。70 歳以上は「まったく知

らない」が 41.6%となっている。 

居住地域別にみると、水口地域、甲賀地域、信楽地域では「内容を多少は知っている」が、その他の

地域では「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは

甲賀地域で45.2%、以下、水口地域が44.9%、甲南地域が44.3%、信楽地域が40.4%、土山地域

が 31.7%と続いている。土山地域、甲南地域で「まったく知らない」が他の地域よりも多くなっている。 
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（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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④ セクシャル・ハラスメント 

「内容を多少は知っている」が 40.0%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 78.8%となっている。また、「まったく知らない」が 4.8%とな

っている。 

性別にみると、男性は「内容をよく知っている」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くな

っている。また、『知っている』の割合をみると、男性が 82.6%、女性が 76.2%と男性が多くなってい

る。 

年代別にみると、40 歳代以下は「内容をよく知っている」が、50 歳代以上は「内容を多少は知って

いる」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40 歳代で 91.6%、

以下、50歳代が 91.5%、30歳代が 88.3%、60歳代が 86.3%、20歳代以下が 86.1%、70歳

以上が 57.8%と続いている。70歳以上は「まったく知らない」が 10.3%となっている。 

居住地域別にみると、水口地域、甲南地域では「内容を多少は知っている」が、その他の地域では

「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは

水口地域で 81.2%で、以下、甲南地域が 80.8%、信楽地域が 77.5%、甲賀地域で 75.0%、土山地

域が 71.8%と続いている。土山地域で「まったく知らない」が他の地域よりも多くなっている。 
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不明・無回答

(%)
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⑤ マタニティ・ハラスメント 

「内容を多少は知っている」が 37.5%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 71.9%となっている。また、「まったく知らない」が 7.3%とな

っている。 

性別にみると、男性は「内容をよく知っている」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くな

っている。また、『知っている』の割合をみると、男性が 70.2%、女性が 73.7%となっている。 

年代別にみると、30 歳代、40 歳代以下は「内容をよく知っている」が、その他の年代は「内容を多

少は知っている」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代で

88.4%、以下、50歳代が85.0%、30歳代が81.6%、60歳代が79.6%、20歳代以下が71.3%、

70歳以上が 51.7%と続いている。20歳代以下、70歳以上は「まったく知らない」が他の年代よりも

多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 74.5%、以下、水口地域が 73.8%、信楽地

域が70.9%、土山地域が67.5%、甲賀地域で67.3%と続いている。土山地域で「まったく知らない」

が他の地域よりも多くなっている。 
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⑥ ワーク・ライフ・バランス 

「まったく知らない」が 28.2%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 39.9%となっている。 

性別にみると、男性は「言葉を聞いたことはある」が、女性は「まったく知らない」が最も多くなってい

る。また、『知っている』の割合をみると、男性が 41.7%、女性が 39.5%となっている。 

年代別にみると、20歳代以下、40歳代は「内容をよく知っている」が、30歳代は「言葉を聞いたこ

とがある」が、40歳代以下は「内容をよく知っている」が、50歳代、60歳代は「言葉を聞いたことがあ

る」が、70 歳以上は「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最

も多いのは 20 歳代以下で 56.5%、以下、40 歳代が 56.2%で、30 歳代が 55.8%、50 歳代が

42.5%、60歳代が 34.6%、70歳以上が 26.5%と続いている。20歳代以下、70歳以上は「まっ

たく知らない」が他の年代よりも多くなっている。 

居住地域別にみると、甲賀地域は「言葉を聞いたことがある」が、その他の地域は「まったく知らない」

が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 44.1%、以下、

甲南地域が 42.2%、水口地域が 41.7%、信楽地域が 32.5%、土山地域が 31.6%と続いている。 
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⑦ ダイバーシティ 

「まったく知らない」が 46.6%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 17.0%となっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割

合をみると、男性が 23.3%、女性が 12.5%と、男性が多くなっている。 

年代別にみると、30歳代、40歳代は「言葉を聞いたことがある」が、20歳代以下、50歳代以上は

「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代

で 26.4%、以下、20 歳代以下が 23.2%で、30 歳代が 21.7%、60 歳代が 17.6%、50 歳代が

17.5%、70 歳以上が 9.8%と続いている。70 歳以上は半数以上が「まったく知らない」となってい

る。 

居住地域別にみると、すべての地域において「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っ

ている』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 18.4%、以下、水口地域が 18.2%、甲賀地域が

14.9%、土山地域が 14.5%、信楽地域が 13.9%と続いている。土山地域は半数以上が「まったく知ら

ない」となっている。 
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⑧ 女性活躍推進法 

「言葉を聞いたことはある」が 39.5%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 26.6%となっている。また、「まったく知らない」が 29.2%と

なっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、『知ってい

る』の割合をみると、男性が 30.4%、女性が 24.2%となっている。 

年代別にみると、すべての年代において「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代で 32.9%、以下、20歳代以下が 32.4%、30

歳代が 30.0%で、60歳代が 26.3%、50歳代が 25.0%、70歳以上が 23.2%と続いている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 28.0%、以下、甲南地域で 27.5%、信楽地

域が 25.8%、甲賀地域が 24.4%、土山地域が 23.0%と続いている。 
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女性活躍推進法
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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２ 男女共同参画・ワーク・ライフ・バランス・女性活躍について 

(１) 男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知状況 

① 男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知 

≪問 10≫ あなたは、次にあげる「言葉」や「内容」をご存じですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知状況について、「内容をよく知っている」と「内容を多少

は知っている」を合わせた『知っている』の割合をみると、最も多いのは「セクシュアル・ハラスメント」で

78.8%、以下、「マタニティ・ハラスメント」が 71.9%、「男女共同参画」が 53.2%と続いている。 

「まったく知らない」についてみると、「ダイバーシティ」が 46.6%で最も多く、以下、「女性活躍推進

法」が 29.2%、「ジェンダー」が 28.9%と続いている。 
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⑦女性活躍推進法

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」の認知状況
（単数回答；Ｎ＝1,220）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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② 男女共同参画社会 

「内容を多少は知っている」が 35.6%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 53.2%となっている。また、「まったく知らない」が 14.5%と

なっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、『知ってい

る』の割合をみると、男性が 57.３%、女性が 50.2%と、男性が多くなっている。 

年代別にみると、すべての年代において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 63.0%、以下、20 歳代以下が 60.1%、50

歳代が53.0%、30歳代が 50.0%、70歳以上が48.6%、40歳代が48.4%と続いている。30歳

代で「まったく知らない」が他の年代よりも多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。ま

た、『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 63.1%、以下、甲南地域が 52.9%、水口

地域が52.0%、信楽地域が51.0%、土山地域が47.9%、と続いている。土山地域で「まったく知らな

い」が他の地域よりも多くなっている。 
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男女共同参画社会
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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③ ジェンダー 

「まったく知らない」が 28.9%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 42.8%となっている。 

性別にみると、男性は「まったく知らない」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くなってい

る。また、『知っている』の割合をみると、男性が 42.2%、女性が 44.3%となっている。 

年代別にみると、50歳代以下は「内容を多少は知っている」が、60歳代以上は「まったく知らない」

が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは20歳代以下で64.9%、以

下、30歳代が 58.3%、40歳代が 58.3%、50歳代が 54.2%、60歳代が 43.8%、70歳以上が

23.9%と続いている。年代があがるほど『知っている』が少なくなっている。70 歳以上は「まったく知

らない」が 41.6%となっている。 

居住地域別にみると、水口地域、甲賀地域、信楽地域では「内容を多少は知っている」が、その他の

地域では「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは

甲賀地域で45.2%、以下、水口地域が44.9%、甲南地域が44.3%、信楽地域が40.4%、土山地域

が 31.7%と続いている。土山地域、甲南地域で「まったく知らない」が他の地域よりも多くなっている。 
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40歳代（N=155）
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甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

ジェンダー
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)



 

16 

 

 

④ セクシャル・ハラスメント 

「内容を多少は知っている」が 40.0%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 78.8%となっている。また、「まったく知らない」が 4.8%とな

っている。 

性別にみると、男性は「内容をよく知っている」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くな

っている。また、『知っている』の割合をみると、男性が 82.6%、女性が 76.2%と男性が多くなってい

る。 

年代別にみると、40 歳代以下は「内容をよく知っている」が、50 歳代以上は「内容を多少は知って

いる」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40 歳代で 91.6%、

以下、50歳代が 91.5%、30歳代が 88.3%、60歳代が 86.3%、20歳代以下が 86.1%、70歳

以上が 57.8%と続いている。70歳以上は「まったく知らない」が 10.3%となっている。 

居住地域別にみると、水口地域、甲南地域では「内容を多少は知っている」が、その他の地域では

「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは

水口地域で 81.2%で、以下、甲南地域が 80.8%、信楽地域が 77.5%、甲賀地域で 75.0%、土山地

域が 71.8%と続いている。土山地域で「まったく知らない」が他の地域よりも多くなっている。 
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セクシュアル・ハラスメント
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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⑤ マタニティ・ハラスメント 

「内容を多少は知っている」が 37.5%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 71.9%となっている。また、「まったく知らない」が 7.3%とな

っている。 

性別にみると、男性は「内容をよく知っている」が、女性は「内容を多少は知っている」が最も多くな

っている。また、『知っている』の割合をみると、男性が 70.2%、女性が 73.7%となっている。 

年代別にみると、30 歳代、40 歳代以下は「内容をよく知っている」が、その他の年代は「内容を多

少は知っている」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代で

88.4%、以下、50歳代が85.0%、30歳代が81.6%、60歳代が79.6%、20歳代以下が71.3%、

70歳以上が 51.7%と続いている。20歳代以下、70歳以上は「まったく知らない」が他の年代よりも

多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「内容を多少は知っている」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 74.5%、以下、水口地域が 73.8%、信楽地

域が70.9%、土山地域が67.5%、甲賀地域で67.3%と続いている。土山地域で「まったく知らない」

が他の地域よりも多くなっている。 
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マタニティ・ハラスメント
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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⑥ ワーク・ライフ・バランス 

「まったく知らない」が 28.2%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 39.9%となっている。 

性別にみると、男性は「言葉を聞いたことはある」が、女性は「まったく知らない」が最も多くなってい

る。また、『知っている』の割合をみると、男性が 41.7%、女性が 39.5%となっている。 

年代別にみると、20歳代以下、40歳代は「内容をよく知っている」が、30歳代は「言葉を聞いたこ

とがある」が、40歳代以下は「内容をよく知っている」が、50歳代、60歳代は「言葉を聞いたことがあ

る」が、70 歳以上は「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最

も多いのは 20 歳代以下で 56.5%、以下、40 歳代が 56.2%で、30 歳代が 55.8%、50 歳代が

42.5%、60歳代が 34.6%、70歳以上が 26.5%と続いている。20歳代以下、70歳以上は「まっ

たく知らない」が他の年代よりも多くなっている。 

居住地域別にみると、甲賀地域は「言葉を聞いたことがある」が、その他の地域は「まったく知らない」

が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 44.1%、以下、

甲南地域が 42.2%、水口地域が 41.7%、信楽地域が 32.5%、土山地域が 31.6%と続いている。 
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ワーク・ライフ・バランス
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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⑦ ダイバーシティ 

「まったく知らない」が 46.6%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知っている」を

合わせた『知っている』の割合は 17.0%となっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割

合をみると、男性が 23.3%、女性が 12.5%と、男性が多くなっている。 

年代別にみると、30歳代、40歳代は「言葉を聞いたことがある」が、20歳代以下、50歳代以上は

「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代

で 26.4%、以下、20 歳代以下が 23.2%で、30 歳代が 21.7%、60 歳代が 17.6%、50 歳代が

17.5%、70 歳以上が 9.8%と続いている。70 歳以上は半数以上が「まったく知らない」となってい

る。 

居住地域別にみると、すべての地域において「まったく知らない」が最も多くなっている。また、『知っ

ている』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 18.4%、以下、水口地域が 18.2%、甲賀地域が

14.9%、土山地域が 14.5%、信楽地域が 13.9%と続いている。土山地域は半数以上が「まったく知ら

ない」となっている。 
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ダイバーシティ
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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⑧ 女性活躍推進法 

「言葉を聞いたことはある」が 39.5%で最も多く、「内容をよく知っている」と「内容を多少は知って

いる」を合わせた『知っている』の割合は 26.6%となっている。また、「まったく知らない」が 29.2%と

なっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、『知ってい

る』の割合をみると、男性が 30.4%、女性が 24.2%となっている。 

年代別にみると、すべての年代において「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは 40歳代で 32.9%、以下、20歳代以下が 32.4%、30

歳代が 30.0%で、60歳代が 26.3%、50歳代が 25.0%、70歳以上が 23.2%と続いている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「言葉を聞いたことはある」が最も多くなっている。また、

『知っている』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 28.0%、以下、甲南地域で 27.5%、信楽地

域が 25.8%、甲賀地域が 24.4%、土山地域が 23.0%と続いている。 
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20歳代以下（N=108）

30歳代（N=120）

40歳代（N=155）

50歳代（N=200）

60歳代（N=240）

70歳以上（N=389）

水口地域（N=489）

土山地域（N=117）

甲賀地域（N=168）

甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

女性活躍推進法
（単数回答）

内容をよく知っている 内容を多少は知っている

言葉を聞いたことはある まったく知らない

不明・無回答

(%)
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＜問 10-１＞ 各項目で「内容をよく知っている」または「内容を多少は知っている」と回答された方に

おたずねします。あなたは、それぞれの内容についてどのような方法でご存じになりま

したか。（あてはまるものすべてに○） 

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」を知った方法は、「テレビやラジオ」が 61.5%で最も多くなっ

ており、以下、「インターネットなどの SNS」が 28.2%、「職場内の研修」が 26.8%と続いている。 

性別にみると、男性は「テレビやラジオ」が少なくなっている。 

年代別にみると、20 歳代以下では「学校の授業」が、他の年代では「テレビやラジオ」が最も多くな

っている。また、他の年代よりも、30 歳代～50 歳代では「職場内の研修」が多く、40 歳代以下では

「インターネットなどの SNS」が多く、60 歳代以上では「啓発チラシ・リーフレット」「市の広報紙やホー

ムページ」が多く、70歳以上では「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」が多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「テレビやラジオ」が最も多くなっている。また、他の地域

よりも、土山地域は「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」「テレビやラジオ」が多く、「職場内

の研修」「インターネットなどの SNS」が少なくなっている。甲賀地域は「人権尊重のまちづくり懇談会

（地区別懇談会）」が多くなっている。甲南地域は「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」が少

なくなっている。信楽地域は「啓発チラシ・リーフレット」が多く、「市の広報紙やホームページ」「職場内の

研修」が少なくなっている。 
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人権尊重のまちづくり懇談会

（地区別懇談会）

学校の授業

職場内の研修

インターネットなどのSNS

テレビやラジオ

その他

不明・無回答

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」を知った方法
（複数回答；N=1,016）

(%)
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＜問 10-１＞ 各項目で「内容をよく知っている」または「内容を多少は知っている」と回答された方に

おたずねします。あなたは、それぞれの内容についてどのような方法でご存じになりま

したか。（あてはまるものすべてに○） 

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」を知った方法は、「テレビやラジオ」が 61.5%で最も多くなっ

ており、以下、「インターネットなどの SNS」が 28.2%、「職場内の研修」が 26.8%と続いている。 

性別にみると、男性は「テレビやラジオ」が少なくなっている。 

年代別にみると、20 歳代以下では「学校の授業」が、他の年代では「テレビやラジオ」が最も多くな

っている。また、他の年代よりも、30 歳代～50 歳代では「職場内の研修」が多く、40 歳代以下では

「インターネットなどの SNS」が多く、60 歳代以上では「啓発チラシ・リーフレット」「市の広報紙やホー

ムページ」が多く、70歳以上では「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」が多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「テレビやラジオ」が最も多くなっている。また、他の地域

よりも、土山地域は「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」「テレビやラジオ」が多く、「職場内

の研修」「インターネットなどの SNS」が少なくなっている。甲賀地域は「人権尊重のまちづくり懇談会

（地区別懇談会）」が多くなっている。甲南地域は「人権尊重のまちづくり懇談会（地区別懇談会）」が少

なくなっている。信楽地域は「啓発チラシ・リーフレット」が多く、「市の広報紙やホームページ」「職場内の

研修」が少なくなっている。 
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職場内の研修

インターネットなどのSNS

テレビやラジオ

その他

不明・無回答

男女共同参画に係る「言葉」や「内容」を知った方法
（複数回答；N=1,016）

(%)
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(２) 「男性は仕事」「女性は家事・育児・介護」という考え方について 

≪問 11≫ 「男性は仕事」「女性は家事・育児・介護」という考え方について、あなたのお考えに最も近

いものはどれですか。（○は１つだけ） 

「男性は仕事」「女性は家事・育児・介護」という考え方については、「同感しない」が 33.2%で最も

多くなっており、「どちらかといえば同感しない」と「同感しない」を合わせた『同感できない』の割合は

54.4%となっている。 

性別にみると、男性では「どちらともいえない」が、女性では「同感しない」が最も多くなっている。ま

た、『同感できない』の割合をみると、男性が 43.6%、女性が 63.3%となっており、女性の方が高くな

っている。 

年代別にみると 60 歳代以下では「同感しない」が、70 歳代以上では「どちらともいえない」が最も

多くなっている。また、『同感できない』の割合をみると、最も多いのは 30 歳代で 70.8%、以下、20

歳代以下で 63.9%、50歳代で 60.0%と続いている。 

居住地域別にみると、土山地域では「どちらともいえない」が、他の地域では「同感しない」が最も多

くなっている。また、『同感できない』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 58.6%、以下、甲賀

地域で 57.1%、水口地域で 55.4%、信楽地域で 53.0%、土山地域で 40.2%と続いている。 

  

啓
発
チ
ラ
シ
・

リ
ー

フ
レ
ッ

ト

市
の
広
報
紙
や

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

市
主
催
の

セ
ミ
ナ
ー

や

研
修
会

人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

（

地
区
別
懇
談
会
）

学
校
の
授
業

職
場
内
の
研
修

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

な
ど
の
S

N

S

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

全体（N=1,016） 23.1 20.2 7.6 12.7 8.8 26.8 28.2 61.5 4.1 5.2

男（N=447） 21.5 19.2 7.2 16.1 8.1 29.1 29.5 56.2 6.0 2.5

女（N=551) 24.3 21.1 8.0 9.8 9.6 24.5 27.4 66.2 2.5 3.1

20歳代以下（N=97) 5.2 0.0 1.0 0.0 61.9 19.6 53.6 49.5 1.0 0.0

30歳代（N=107) 11.2 5.6 0.9 0.9 18.7 42.1 56.1 60.7 3.7 0.9

40歳代（N=145) 14.5 6.9 6.2 5.5 2.8 40.7 42.1 63.4 2.1 2.1

50歳代（N=187) 27.3 19.3 7.0 11.2 0.5 34.2 31.0 59.9 3.2 3.7

60歳代（N=216) 31.0 30.1 10.2 14.8 0.9 28.2 19.0 62.5 6.0 2.8

70歳以上（N=259) 30.5 34.0 11.6 25.1 0.8 8.9 5.8 66.0 5.8 4.6

水口地域（N=415) 22.7 22.7 5.1 12.5 10.6 29.6 32.0 59.3 4.3 1.7

土山地域（N=89) 21.3 21.3 9.0 23.6 5.6 19.1 21.3 67.4 3.4 3.4

甲賀地域（N=139) 25.2 19.4 11.5 19.4 6.5 26.6 24.5 58.3 6.5 5.8

甲南地域（N=245) 21.2 19.6 6.9 6.1 7.8 29.8 28.6 64.1 4.1 2.9

信楽地域（N=123) 28.5 13.8 11.4 9.8 8.9 17.1 25.2 65.9 1.6 2.4
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過去 3年度分の調査と比較すると、『同感できない』は増加し続けている。 
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土山地域（N=117）

甲賀地域（N=168）

甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

「男性は仕事」「女性は家事・育児・介護」という考え方について
（単数回答）

同感する どちらかといえば同感する

どちらともいえない どちらかといえば同感しない

同感しない わからない

不明・無回答

(%)
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R1調査（N=1,184）
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H29調査（N=1,241）

「男性は仕事」「女性は家事・育児・介護」という考え方について
（単数回答）

同感する どちらかといえば同感する
どちらともいえない どちらかといえば同感しない
同感しない わからない
不明・無回答

(%)
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(３) 「ワーク・ライフ・バランス」の考え方について 

≪問 12≫ 「ワーク・ライフ・バランス」の考え方について、あなたのお考えに最も近いものはどれです

か。（○は１つだけ） 

「ワーク・ライフ・バランス」の考え方については、「わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言

葉・意味を知らない」が 35.8%で最も多くなっており、「同感する」と「どちらかといえば同感する」を合

わせた『同感できる』の割合は 41.0%となっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味を知らない」

が最も多くなっている。また、『同感できる』の割合をみると、男性が43.0%、女性が39.8%となっている。 

年代別にみると、20 歳代以下では「同感する」が、40 歳代では「どちらかといえば同感する」が、他

の年代では「わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味を知らない」が最も多くなって

いる。また、『同感できる』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下と 30 歳代で 58.４%、以下、

40歳代が 54.2%と続いている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味

を知らない」が最も多くなっている。また、『同感できる』の割合をみると、最も多いのは水口地域で43.6%、

以下、甲南地域が41.9%、甲賀地域が41.7%、信楽地域が37.8%、土山地域が31.7%と続いている。 
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「ワーク・ライフ・バランス」の考え方について
（単数回答）

同感する
どちらかといえば同感する
どちらともいえない
どちらかといえば同感しない
同感しない
わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味を知らない
不明・無回答

(%)
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前回の調査と比較すると、『同感できる』の割合は増加している。 

 

 
※ R1 調査では「どちらともいえない」「わからない、またはワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味を知らない」

の選択肢がないため、今回調査（R2調査）との比較には注意が必要である。 

 

 

(４) 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について 

≪問 13≫ 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合い

等）」の優先度について、希望に最も近いものはどれですか。また、現実にはどうですか。

あなたのお考えに最も近いものを選んでください。(番号を１つ記入） 

① 生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 【希望】 

生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合い等）」の優

先度についての希望は、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」が 28.3%で最も

多くなっており、以下、「「仕事」と「家庭生活」を共に優先」が 19.7%、「「家庭生活」を優先」が 16.8%

と続いている。 

性別にみると、男性、女性ともに「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」が最も多

くなっている。 

年代別にみると、30 歳代以下は「「仕事」と「家庭生活」を共に優先」が最も多く、50 歳代以上は

「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」が最も多くなっている。年代があがるにつれ

て「「仕事」と「家庭生活」を共に優先」が減少し、「「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」「「仕

事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」が増加する傾向にある。 

居住地域別にみると、すべての地域において「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優

先」が最も多くなっている。また、土山地域は「「仕事」と「地域・個人の生活」を共に優先」が多く、「「仕

事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先」が少ない。 

  

17.1

29.7

23.9

49.7

14.7

1.5

3.5

0.8

2.9

35.8 6.2

14.2

0 25 50 75 100

R2調査（N=1,220）

R1調査（N=1,184）

「ワーク・ライフ・バランス」の考え方について
（単数回答）

同感する
どちらかといえば同感する
どちらともいえない
どちらかといえば同感しない
同感しない
わからない、または「ワーク・ライフ・バランス」の言葉・意味を知らない
不明・無回答

(%)
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3.4

5.5

1.6

5.6
2.5

2.6

3.5

2.5

3.9

3.1

1.7

4.2

4.2

3.3

16.8

15.9

17.9

14.8

20.8

21.9

16.5

17.5

14.1

18.0

17.9

13.1

18.1

13.9

4.5

5.7

3.6

8.3

4.2

5.2

2.5

3.3

5.1

4.7

2.6

5.4

4.5

4.6

19.7

19.7

19.5

28.7

33.3

23.2

21.5

18.3

11.3

18.4

19.7

19.6

20.6

22.5

3.9

5.0

3.3

9.3

2.5

4.5

2.5

3.3

3.9

3.1

10.3

4.8

3.1

2.6

12.9

11.5

14.3

7.4

10.8

7.1

9.5

12.9

19.3

13.9

8.5

17.3

10.5

13.2

28.3

28.1

28.3

15.7

21.7

29.7

37.5

36.7

23.9

30.3

21.4

26.2

29.3

29.8

2.8

2.5

3.1

7.4

0.8

1.3

2.5

2.1

3.3

3.3

6.0
0.6

2.4

1.3

7.7

6.1

8.3

2.8

3.3

4.5

4.0

3.3

15.2

5.3

12.0

8.9

7.3

8.6

0 25 50 75 100

全体（N=1,220）

男（N=523）

女（N=671）

20歳代以下（N=108）

30歳代（N=120）

40歳代（N=155）

50歳代（N=200）

60歳代（N=240）

70歳以上（N=389）

水口地域（N=489）

土山地域（N=117）

甲賀地域（N=168）

甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度

【希望】
（単数回答）

「仕事」を優先
「家庭生活」を優先
「地域・個人の生活」を優先
「仕事」と「家庭生活」を共に優先
「仕事」と「地域・個人の生活」を共に優先
「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先
わからない
不明・無回答

(%)
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② 生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 【現実】 

生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合い等）」の優

先度についての現実は、「「仕事」を優先」が 24.1%で最も多くなっており、以下、「「仕事」と「家庭生

活」を共に優先」が 22.6%、「「家庭生活」を優先」が 16.3%と続いている。 

性別にみると、男性は「「仕事」を優先」が、女性は「「仕事」と「家庭生活」を共に優先」が最も多くな

っている。また、女性は「「家庭生活」を優先」が多くなっている。 

年代別にみると、40歳代以下は「「仕事」を優先」が、50歳代～60歳代は「「仕事」と「家庭生活」を

共に優先」が、70歳代以上は「「家庭生活」を優先」が最も多くなっている。 

居住地域別にみると、いずれの地域においても「「仕事」を優先」が最も多くなっている。 
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13.1

23.1

20.5

19.0

26.5

21.2

3.5

5.0

2.5

6.5

1.7

3.9
3.0

3.8

3.3

3.7

6.8

5.4

2.4

0.7

5.9

5.4

6.4

1.9

3.3

1.3

3.5

7.9

9.8

6.3

6.0

7.1

5.6

4.0

6.6

8.6

5.2

2.8

2.5

5.8

6.5

10.4

6.9

7.0

6.8

7.1

5.6

6.6

7.2

6.3

8.0

14.8

4.2

5.2

5.5

5.4

9.0

7.4

9.4

6.5

6.3

7.3

9.4

7.5

9.8

4.6

7.5

4.5

3.5

4.2

18.3

6.3

13.7

10.7

8.4

13.2

0 25 50 75 100

全体（N=1,220）

男（N=523）

女（N=671）

20歳代以下（N=108）

30歳代（N=120）

40歳代（N=155）

50歳代（N=200）

60歳代（N=240）

70歳以上（N=389）

水口地域（N=489）

土山地域（N=117）

甲賀地域（N=168）

甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度

【現実】
（単数回答）

「仕事」を優先
「家庭生活」を優先
「地域・個人の生活」を優先
「仕事」と「家庭生活」を共に優先
「仕事」と「地域・個人の生活」を共に優先
「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先
わからない
不明・無回答

(%)
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(５) 女性の就労（起業含む）について 

≪問 14≫ あなたは、女性が就労（起業含む）することについてどのように思われますか。 

（○は１つだけ） 

女性の就労（起業含む）については、「結婚、出産、子育て、介護等に関わらず就労し続けるほうがよ

い」が 33.2%で最も多くなっており、以下、「子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイム

で就労し続けるほうがよい」が 23.4%、「子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで就

労し続けるほうがよい」が 18.6%と続いている。 

性別にみると、男性、女性ともに、「結婚、出産、子育て、介護等に関わらず就労し続けるほうがよい」

が最も多くなっている。 

年代別にみると、20 歳代以下は「子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで就労し

続けるほうがよい」が、30 歳代～60 歳代は「結婚、出産、子育て、介護等に関わらず就労し続けるほ

うがよい」が、70 歳以上は「子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで就労し続ける

ほうがよい」が最も多くなっている。また、「就労しない方がよい」はどの年代も少なくなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「結婚、出産、子育て、介護等に関わらず就労し続ける

ほうがよい」が最も多くなっている。 
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1.7

1.2

0.7

15.7

17.2

14.9

23.1

15.0

14.2

19.5

11.3

15.4

16.4

19.7

12.5

17.1

12.6

4.0

3.4

3.3

0.9

2.6

2.0

2.5

7.5

2.5

4.3

6.0

3.1

4.6

0 25 50 75 100

全体（N=1,220）

男（N=523）

女（N=671）

20歳代以下（N=108）

30歳代（N=120）

40歳代（N=155）

50歳代（N=200）

60歳代（N=240）

70歳以上（N=389）

水口地域（N=489）

土山地域（N=117）

甲賀地域（N=168）

甲南地域（N=287）

信楽地域（N=151）

女性の就労（起業含む）について
（単数回答）

結婚、出産、子育て、介護等に関わらず就労し続けるほうがよい

結婚するまで就労し、結婚後は就労しないほうがよい

出産するまで就労し、出産後は就労しないほうがよい

子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで就労し続けるほうがよい

子育て時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで就労し続けるほうがよい

就労しないほうがよい

わからない

不明・無回答

(%)
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(６) 女性が働き続けたり、再就職するうえで必要なこと 

≪問 15≫ あなたは、女性が働き続けたり、再就職するうえで必要なことはどのようなことだと思われ

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

女性が働き続けたり、再就職するうえで必要なことは、「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」

が 74.8%で最も多くなっており、以下、「仕事と家庭の両立への職場の協力や理解」が 70.7%、「育

児休業や介護休業などの制度の充実」が 54.1%と続いている。 

性別にみると、男性、女性ともに「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」が最も多くなっている。

また、女性は「育児休業や介護休業などの制度の充実」が男性よりも多くなっている。 

年代別にみると、すべての年代において「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」が最も多くなって

いる。また、30歳代、40歳代では「特になし」「わからない」を除くすべての項目が多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域において「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」が最も多

くなっている。また、土山地域では「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」「育児休業や介護休業

などの制度の充実」「在宅勤務やフレックスタイム制の導入」「昇進、昇格などの不平等の解消」「保育

施設等の充実」が他の地域よりも少なくなっている。 
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70.7

54.1

29.1
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23.5

36.4

45.6

22.2

36.3

1.4
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仕事と家庭の両立への家族の協力や理解

仕事と家庭の両立への職場の協力や理解

育児休業や介護休業などの制度の充実

在宅勤務やフレックスタイム制の導入

男女の賃金差の解消

昇進、昇格などの不平等の解消

長時間労働等の解消（職場の働き方改革）

保育施設等の充実

女性自身の意識改革

男性自身の意識改革

特になし

わからない

その他

不明・無回答

女性が働き続けたり、再就職するうえで必要なこと
（複数回答；N=1,220）

(%)
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前回の調査と比較すると、「仕事と家庭の両立への家族の協力や理解」「仕事と家庭の両立への職

場の協力や理解」「育児休業や介護休業などの制度の充実」の上位 3位の項目は変わっていない。 

「在宅勤務やフレックスタイム制の導入」「昇進、昇格などの不平等の解消」「長時間労働等の解消

（職場の働き方改革）」「保育施設等の充実」「女性自身の意識改革」が増加している。 

 

 

 

※ R1調査では「男性自身の意識改革」の項目がないため、今回調査（R2調査）との比較には注意が必要である。 
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そ
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・
無
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全体（N=1,220） 74.8 70.7 54.1 29.1 29.1 23.5 36.4 45.6 22.2 36.3 1.4 4.3 1.1 3.0

男（N=523) 70.6 66.3 47.4 27.3 26.4 22.4 32.5 41.3 20.3 32.3 1.0 4.8 1.1 2.1

女（N=671） 79.1 75.0 60.5 31.1 31.9 25.0 40.1 49.6 24.1 39.6 1.8 3.9 1.0 2.8

20歳代以下（N=108) 68.5 76.9 64.8 35.2 24.1 20.4 42.6 44.4 10.2 31.5 0.9 8.3 1.9 0.9

30歳代（N=120) 79.2 87.5 62.5 48.3 38.3 32.5 59.2 61.7 30.8 45.0 0.0 1.7 0.8 0.0

40歳代（N=155) 81.3 82.6 61.3 34.2 34.8 27.7 41.3 52.9 29.0 42.6 0.0 1.9 3.2 0.6

50歳代（N=200) 79.5 75.0 56.0 33.0 34.0 25.5 38.0 49.0 25.5 41.5 1.0 4.5 1.5 1.5

60歳代（N=240) 83.8 74.2 63.8 32.9 35.8 27.5 40.0 52.1 26.3 42.9 0.0 2.5 0.8 0.4

70歳以上（N=389) 65.8 55.8 39.6 15.7 19.3 17.0 23.1 33.2 16.2 26.0 3.6 5.9 0.3 6.7

水口地域（N=489) 76.3 71.8 54.0 29.2 30.3 23.3 36.8 49.5 22.1 36.6 1.2 4.5 2.0 2.2

土山地域（N=117) 65.0 66.7 40.2 19.7 28.2 15.4 33.3 29.1 23.9 40.2 0.9 10.3 0.9 4.3

甲賀地域（N=168) 70.8 73.2 56.5 30.4 33.3 25.6 36.3 42.9 17.9 33.9 2.4 2.4 0.6 3.6

甲南地域（N=287) 78.4 69.7 56.8 30.0 27.9 26.8 37.6 49.1 23.7 35.2 1.4 3.5 0.3 1.7

信楽地域（N=151) 77.5 72.2 59.6 33.8 24.5 22.5 35.8 43.7 24.5 37.7 1.3 2.6 0.7 3.3
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R2調査（N=1,220） 74.8 70.7 54.1 29.1 29.1 23.5 36.4 45.6 22.2 36.3 1.4 4.3 1.1 3.0

R1調査（N=1,184） 67.3 64.1 46.5 23.4 26.0 18.3 34.0 34.5 16.7 - 1.9 3.6 1.4 7.6


